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5D-23-2-1 仙台市交通安全施設整備事業（公安委員会所管分）

事業番号 事業名 ページ番号

C-1-1 農山漁村地域復興基盤総合整備事業（復興整備実施計画）

C-1-2 農山漁村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業）名取地区（仙台市）



【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 C－１－１  

事業名  農山漁村地域復興基盤総合整備事業（復興整備実施計画） 

 

事業費 総額７，５０９千円 

 

事業期間 平成２３年度～平成２４年度 

事業目的・事業地区 

 仙台市内の名取地区において，津波により被災（浸水）した農山漁村地域の復興を目

的に行う農地等の生産基盤整備（区画整理 A=109.4ha）事業の実施計画策定を行う。単

なる原形復旧だけではなく，人的被害も受けていることから，一体的な整備が必要であ

る周辺農地を含め，基盤整備による大区画化，農地の汎用化，更に担い手への農地集積

等を行い，生産性及び収益性の向上を図り，地域農業の復興に資するもの。 

なお，地区の設定は，名取市分とあわせて，用排水系統及び農地集積，区画形状を踏

まえ総合的に検討し，津波被災区域と一体的に整備する必要のある最小限の範囲とし，

復興に向けた地域農業の再構築を見据えた地区設定を行っている。 

 

地区名 名取地区 

面積  Ａ＝109.4ha（名取市含みの全体面積Ａ＝769.4ha） 

 

仙台市震災復興計画 

記載箇所：P.19 ４「力強く農業を再生する」農と食のフロンティアプロジェクト 

概要：大規模ほ場整備など生産基盤強化による担い手の育成推進 

 

事業結果 

地区名：名取（計画設計 769.4ha（仙台市：109.4ha））  

・基礎調査において土地利用状況について把握し，基本計画に未整理の土地，地区

の高齢化等に関する対策を盛り込むとともに，事業計画を策定することにより，

復旧・復興へ向けた道筋を明確にすることができ，迅速な農地整備が可能となっ

た。 

 

＜平成２３年度～平成２４年度＞ 

・基礎調査・基本計画作成 一式 ６，１６２千円 

＜平成２４年度＞ 

・事業計画書作成 一式 １，３４７千円 

                                  

事業の実績に関する評価 

①事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

・収益性の高い農業経営の実現を目指し，農地の原形復旧に止まらず，生産基盤の復

興を確立するため，区画形状の拡大により，生産コストの低減化と耕地の汎用化，

農業経営の安定化を図る計画とした。 
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②コストに関する調査・分析・評価 

・事業費の設計・積算は農林水産省土地改良工事積算基準等により実施し，宮城県財

務規則等に基づき入札を行い，公正な競争・透明性の確保に努め，適正な事業執行

がなされていると判断される。 

  

③事業手法に関する調査・分析・評価 

・名取地区における農山漁村地域復興基盤総合整備事業（復興整備実施計画）は，以

下のとおり，基礎調査・基本計画作成，事業計画書作成に遅れが生じたが，概ね予

定どおり事業を進めることができた。 

 

＜想定した事業期間＞ 

基礎調査・基本計画作成 一式  平成２４年２月～平成２４年６月 

事業計画書作成 一式      平成２４年４月～平成２４年９月 

（「名取地区」事業計画確定    平成２５年６月） 

 

 

＜実際に事業に有した事業期間＞ 

基礎調査・基本計画作成 一式  平成２４年４月～平成２５年３月 

事業計画書作成 一式      平成２４年６月～平成２５年３月 

（「名取地区」事業計画確定    平成２５年６月） 

  

 

事業担当部局 

農政部農村振興課 電話番号：０２２―２１１－２８６２  
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【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 
 

事業番号 Ｃ－１－２ 

事業名  農山漁村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業）名取地区（仙台市） 

事業費 総額 1,758,541 千円（うち国費 1,318,906 千円） 

（内訳: 工事費 1,518,454 千円，測量試験費 129,069 千円，用地買収補償費 16,922 千

円，換地費 85,536 千円，農業経営高度化支援事業費 8,560 千円） 

事業期間 平成 24 年度～令和 3年度 

事業目的・事業地区 

仙台市内の名取地区において，東日本大震災により被災した農山漁村地域の復興を目

的として農地等の生産基盤整備（区画整理）と経営体の育成・支援を一体的に実施した

もの。 

(名取地区（仙台市）の位置図は図 1のとおり) 

 

事業結果 

名取地区（仙台市） 

ほ場の大区画化，道路・用排水路・暗渠排水等の整備を行い，耕地の汎用化，水管理の

合理化が図られた。また，農地の利用集積と経営体の育成・支援を一体的に行ったこと

により，効率的かつ安定的な農業経営の確立に寄与した。 

 

 ・地区面積  A=98.6ha 

  ・整地工   A=89.8ha 

 ・道路工   L=12,051m 

  ・用水路工  L=13,301m 

 ・排水路工  L=10,131m 

 ・暗渠排水工 A=89.8ha 

 

 【担い手・集積の状況】 

・認定農業者の数  事業開始時（H24）：2名→事業完了時（R2）：5者 

 ・担い手の経営面積 事業開始時（H24）：10.74ha→事業完了時（R2）：44.42ha 

目標年時（R2）：44.42ha 

 ・担い手育成の状況 個別経営体：4戸、農業生産法人：1法人 

 

事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

 ・名取地区（仙台市）で整備した農地の作付面積は 89.8ha，作付率は 100.0%である。

作付率が平成 22 年次における宮城県本地利用率 90.6%（農林水産省耕地及び作付面

積統計）を上回っていることから，事業が適正に執行及び活用されていると判断され

る。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

・事業費の設計・積算は農林水産省土地改良工事積算基準等により実施し，宮城県財

務規則等に基づき入札を行い，公正な競争・透明性の確保に努め，適正な事業執行が

なされていると判断される。 
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③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

・名取地区（仙台市）における農山漁村地域復興基盤総合整備事業は，以下のとおり

概ね予定どおり事業を進めることができた。 

 

項 目 想定した事業期間 実際に事業に有した事業期間 

実施設計発注・完了 平成 25年 3 月～令和元年 7 月 平成 25年 3 月～令和元年 7 月 

建設工事発注・完了 平成 25年 9 月～令和 3年 10 月 平成 26 年 9 月～令和 4年 1 月 

作付け開始 平成 27 年 4 月～ 平成 27 年 4 月～ 

 

 ・令和 2年度に発生した地震被害により工事が遅延したが，概ね想定した工期で完了

した。 

事業担当部局 

 宮城県農政部農村防災対策室 電話番号：022-211-2703  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１．位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 左：着工前（平成 23 年 6 月） 右：完成（平成 28 年 8 月） 
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【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 Ｄ－２３－２－１  

事業名  仙台市交通安全施設整備事業（公安委員会所管分） 

 

事業費 総額２４９，０３３千円 

（内訳: 本工事費２４９，０３３千円） 

 

事業期間 平成２７年度～平成３１年度 

 

事業目的・事業地区 

 市内の１０地区において，新市街地における道路整備に伴い，当該地区へのアクセス

道路における交通の安全と円滑を確保するため, 交通信号機，道路標識，道路標示等の

交通安全施設整備を行ったもの。 

                                 

事業結果 

地区別 

・田子西地区 事業費 ４３，２５２千円  

信号機（新設２基，改良４基），道路標識（９１枚，６６本），道路標示（横断歩道

４８０ｍ，その他７３８ｍ）など 

・荒井東地区 事業費 １２１，４６４千円 

信号機（新設８基，改良３基），道路標識（１９５枚，１３３本），道路標示（横断

歩道１，１１３ｍ，その他８７６ｍ）など 

・荒井南地区 事業費  ６，９５０千円 

道路標識（８３枚，４２本），道路標示（横断歩道１４８ｍ，その他３７５m）など 

・荒井西地区 事業費 ５４，１６０千円 

信号機（新設３基，改良１基），道路標識（１０３枚，６５本），道路標示（横断歩

道５０１ｍ，その他３７５ｍ）など 

・荒井公共区画整理地区 事業費 １７，７３０千円 

信号機（新設２基，改良１基），道路標識（１４枚，１３本），道路標示（横断歩道

１３１ｍ，その他２２２ｍ）など 

・田子西隣接地区 事業費 ２，７４２千円 

道路標識（２３枚，１８本），道路標示（横断歩道１１４m，その他６４m）など 

・南福室地区 事業費 ５２０千円 

道路標識（７枚，７本），道路標示（その他３２ｍ）など 

・上岡田地区 事業費 １，４７０千円  

道路標識（１６枚，１４本），道路標示（横断歩道４８ｍ，その他９４ｍ）など 

・七郷地区 事業費 ３１３千円 

道路標識（４枚，４本），道路標示（その他２２ｍ）など 

・六郷地区 事業費 ４３１千円 

道路標識（４枚，３本），道路標示（横断歩道１８ｍ，その他２６ｍ）など 

 

 

 

 

（宮城県警交通規制課） 
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事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

防災集団移転促進事業(D-23)１０地区で実施する新たな市街地形成に伴い，事業区

域内における道路が整備され，当該区域へアクセスする道路が変更されることから，

交通の安全と円滑を確保することにより,新市街地形成に寄与することができた。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

事業費の設計・積算は交通信号機等設計基準書等により実施していることから，通

常事業の交通安全施設事業と同等である。  

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

事業対象地区における交通安全施設の設置箇所を選定する際に，仙台市と県警本

部交通規制課及び管轄警察署が綿密に協議を行い，交通の安全と円滑を確保する交

通安全施設整備計画を策定した。 

＜想定した事業期間＞ 

設計・積算期間       平成２７年 ６月 ～ 平成２７年 ８月 

工事期間          平成２７年 ９月 ～ 平成２８年 ３月 

工事完成          平成２８年 ２月 ～ 平成２８年 ３月 

供用開始           平成２８年 ２月 ～ 平成２８年 ３月 

（交通需要の変化に対応するための追加工事は平成３１年度まで） 

＜実際に事業に有した事業期間＞ 

設計・積算期間       平成２７年 ６月 ～ 平成２７年 ８月 

工事期間          平成２７年１０月 ～ 平成２８年 ６月 

工事完成          平成２８年 ２月 ～ 平成２８年 ６月 

供用開始          平成２８年 ２月 ～ 平成２８年 ６月 

 

・ 施工対象地区が多いことから発注者支援業務を導入し，工程管理のため区画整理 

事業者と交通安全施設設置工事の監督員との連絡調整を図ることで，道路供用開始 

に間に合うよう施工できた。 

・ 区画整理事業の遅れに伴い，交通安全施設設置工事が遅延する地区もあったが， 

工事スケジュールの調整により道路開通時期に合わせて供用開始することができ 

た。 

・ 事業対象地区に移転してきた住民の生活基盤が確立し，地区内及び周辺地域の交 

通需要の変化に対応するために事業期間は平成３１年度までとしていたが，追加 

工事等の必要はなかった。 

・ 上記のとおり，基幹事業の遅れにより事業期間にずれ込みはあったものの，適時 

適切なフォローアップが行われ，道路開通時期に合わせて供用開始することがで 

きたことから，事業手法は適切なものと考える。 

   

事業担当部局 

宮城県警本部交通規制課 電話番号：022-221-7171 内線 5196 
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